
ゆるやかスタート・ウィークの効果ゆるやかスタート・ウィークの効果

93%

児童生徒

効果があった

どちらかといえば効果

があった

どちらかといえば効果

がなかった

効果がなかった 79%

保護者

効果があった

どちらかといえば効果

があった

どちらかといえば効果

がなかった

効果がなかった

95%

教職員

効果があった

どちらかといえば効果

があった

どちらかといえば効果

がなかった

効果がなかった

◆児童生徒と教職員の９割以上と保護者の約８割が効果
を肯定的に捉えています。

◆児童生徒の96.1％が、冬休み明けや来年度の夏休み明
けも実施してほしいと回答しています。

教職員の業務負担と疲労感の軽減教職員の業務負担と疲労感の軽減

83%

業務負担

軽減された

どちらかといえば軽減

された

どちらかといえば増え

た

増えた 88%

疲労感

少ないと感じた

どちらかといえば少な

いと感じた

どちらかといえば強い

と感じた

強いと感じた

教職員の８割以上が効果を肯定的に捉えています。

欠席者数及び保健室来室者数の比較欠席者数及び保健室来室者数の比較
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245
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中学校

令和6年度（通常） 令和7年度（ゆるスタ）

1392

1131

1199

772
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小学校

令和6年度（通常） 令和7年度（ゆるスタ）

▲193人

▲359人

▲232人

▲222人

令和６年度と令和７年度の比較 【夏休み明け１週目】

夏休み明け１週目の欠席者数、保健室来室者数ともに
大きく減少しました。

コロナ禍以降、初めて減少傾向に転じている

青森市の公立小・中学校における【不登校】の概要
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R2 R3 R4 R5 R6

学 校 小学校 中学校 小・中合計

年 度 R4 R5 R6 R4 R5 R6 R4 R5 R6

不登校
児童生徒数

170 209 196 354 402 332 524 611 528

登校できる
ようになった
児童生徒数

106 147 143 257 283 204 363 430 347

登校できる
ようになった
児童生徒の
割合(％)

62.4 70.3 72.9 72.6 70.4 61.4 69.3 70.4 65.7 

国の平均割合
（％）

27.5 30.6 30.7 27.0 30.0 29.8 27.2 30.2 30.1

２ 過去５年間の1,000人当たりの不登校児童生徒数の推移

１ 不登校児童生徒数及び登校できるようになった児童生徒数の割合

≪中学校≫

≪小・中学校≫

≪小学校≫

国

青森県

青森市

▲８３人

３年連続で約７割の高い数値を維持


